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社会の流れを整える
「統合 革新」Integrate Innovation

“インテグレート・イノベーション”

事業コンセプト
BUISINESS CONCEPT

KONOIKE GROUP

1
お客さまの、社会の、「コアを支える力」
物流工程＋生産・サービス工程のバリューチェーン全体から新たなニーズをつかみ、
「ものづくり」の最適化によってお客さまを支え、KONOIKEスピリットが培ってきた
知見と技術、おもてなしの心で、社会を支える新しいサービスを創出します。

2
次の社会を支える「改善・革新力」
KONOIKEスピリットとは、お客さまや社会の期待と想像を超え、新たなニーズを
先取りする力。多岐にわたる現場で一歩ずつ育んできた「改善・革新の力」をベースに、
AIやDX技術の活用により、より良い社会基盤の創出を目指します。

3
信頼の「パートナー力」
あらゆる現場を安心して任せていただける信頼感こそ、KONOIKEスピリットの
原点であり本質です。常に厳格な安全基準のもと、日々の現場での一歩先の利便性や
効率性を追求し続けていくことで、お客さまや社会との絆を深めていきます。

信頼の
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KONOIKEグループを率いる「鴻池運輸」
は、1880年創業時の祖業である物流企業
としての名を冠していますが、日々進化
する社会のあらゆるニーズを先取りする
KONOIKEスピリットによってお客さまの
バリューチェーン全体を見渡し、物流工
程だけでなく生産・サービス工程のあらゆ
る請負業務まで一貫して担うことで、独
自のユニークなソリューションを提供し
社会にさまざまな新しい価値を創出して
います。

私たちの事業コンセプト「インテグレート・
イノベーション（統合革新）」とは、お客さ
まの生産・サービス工程において日本が誇

るものづくり・おもてなしの品質を裏側か
ら支えながら、前後の物流工程を含めたす
べてのバリューチェーンを統合・最適化し、
改善を重ね、革新的なサービスを生み出す
ことを目指す考え方です。社会全体を見渡
しながらニーズを発掘し、グループが培っ
てきた知見や技術によって、社会課題の解
決を図るサービスを創出していきます。

お客さまのコアな部分を支え、時代が求め
る改善を重ね、未来への革新を生み出し、
信頼のパートナーであり続けること。KONO
IKEグループは「統合革新」の力に新たな技
術の力を掛け合わせ、激しく変化する社会
の流れを整えていきます。
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100年以上に及ぶ
「製鉄所」の請負業務。
新たな時代へ、
付加価値の高い業務を目指す。

高い技術品質でニーズを形にする、
エンジニアリング業務を。
KONOIKE独自のシナジーで
新たなニーズに応える、多角的なサービスを。

100年以上もの間、大手鉄鋼メーカー様の製鉄所

において原材料受入～製造工程、検査・梱包・配送

の出荷工程に至るまで一連の請負業務を担当し、

お客さまの操業そして日本の経済成長を支えてき

ました。これからも鉄鋼業界を取り巻く変化に柔

軟に対応し、現場力と新技術を駆使してお客さま

の課題解決を目指します。

お客さまの生産体制の変化に対応する適切な人員

確保のもと、安全・品質・生産性・環境・防災など

さまざまなテーマにおいて、最新技術を活用した

現場作業のDX化を進めています。特に長年の課

題であった暑熱や重筋などの高負荷職場の作業改

善については、機械メーカーと機材の共同開発に

も取り組み、大きな成果をあげています。また、

インドでの製造設備の大規模修繕や保全業務をは

じめアジア地域で広がる鉄鋼需要への対応、さら

には電気炉や高炉水素還元といった脱炭素化の実

現に向けた未来技術のステージでもお客さまに貢

献し続けるよう取り組んでいます。

● 現場改善にも、地域共生にも、KONOIKEの「ドローン技術」。
従来、作業員が徒歩と目視で行う過酷な作業だった、

広大な敷地内に点在する、鉄鉱石や石炭を運ぶベル

トコンベアの防災点検作業は、ドローンの活用によっ

て大幅な作業時間の短縮、作業負荷の軽減を実現し

ました。さらに茨城県の鹿島支店ではJUIDA認定の

ドローンスクールを開校し、自社パイロットの育成

だけではなく地域共生の取り組みも進めています。

● 幅広いお客さまに、多彩な主要ソリューションを実現。
各種設計・製作・運搬・工事・メンテナンス

など多彩なソリューションにより、独自の

一貫したサービスを展開。高い技術力を持

つ専門技術者、非破壊検査・電気計装など

の技術サービスを提供するグループ会社・

製作工場を保有し、業界を超えた幅広いお

客さまへサービスを提供しています。

大手鉄鋼メーカー様の現場で長年磨き抜いてきた

技術力をベースにした独自のエンジニアリング

サービスを展開しています。各種プラント機器・

設備の設計、自社工場でゼロからの製作・加工、

据付工事や保全作業など、一貫したサービスを提

供します。お客さまのニーズを形にする製品・サー

ビスの高い品質はもちろん、メンテナンスまでを

含めたトータルコストの削減にも貢献しています。

また、脱炭素化に向けたプラント設備の更新・改修

など、次世代に向けた需要増に連動し、化学・ガス

業界をはじめとしたグループ内のお客さまへ、従来

の枠組みを超えた新たな価値提供に取り組んでいま

す。既存の請負業務にエンジニアリング業務を組み

合わせるKONOIKE独自のシナジーによって、お客

さまや社会の潜在的なニーズにお応えし、より多角

的なサービス提供を目指していきます。

鉄鋼 事業

Steel Business

エンジニアリング事業

Engineering Business

KONOIKE GROUPKONOIKE GROUP



「食」の安全・安心、
サステナブルな環境を目指し、
人と技術とネットワークで
応えていく。

国内大手飲料メーカー様の
生産工程のあらゆる業務を担い、
大きな環境変化にも
柔軟に対応しながら、
業務最適化を支援する。

大手食品関連企業様の工場で、原料の受入・調合

やパッケージングなどオペレーション業務、設備

の点検など、製品の生産工程におけるあらゆる業

務フローを担い、その最適化に貢献しています。

より安全・安心な業務品質を提供することを基盤

としながら、物流再編というお客さまの大きな課

題解決にも、AGV（無人搬送車）やトラック自動積

み込みといった物流DXやモーダルシフトなどさ

まざまな手法で貢献しています。

さらに、定温物流の全国ネットワークを展開。業

界で上位に入る規模の冷蔵倉庫の収容能力を持ち、

保管・輸配送・流通加工、それらを運用するWMS（倉

庫管理システム）やTMS（輸送管理システム）によっ

て総合的に価値提供するネットワークの存在が私

たちの強みです。米国大手消費財メーカー様のフィ

リピン工場での作業請負を機に、KONOIKEの事業

基盤を発展させ、海外展開を計画する国内のお客

さまのサポートも行っていきます。

● CO2削減への本格的な取り組みにも、社会課題解決のための私たちの技術を活用。
世界で人為的に排出される温室効果ガスの3分の1は「食」に

関連すると言われるほど、環境問題に大きく関わっています。

だからこそ私たちは、物流での燃費管理やグリーン購入の推進、

倉庫照明のLED化、積載効率の向上など、地道に取り組んで

きました。自社物流施設での太陽光発電量は年間5,000MWh

を超え、冷蔵倉庫の使用電力を完全に再エネ化していくなど、

CO2削減を最優先課題として取り組んでいます。

● 生産～物流の環境変化をチャンスと捉え、技術革新でKONOIKEスピリットを磨いていく。
物流パートナーとの連携強化や新技術による輸配送および

配送センターの効率化もお客さまの生産性向上へ向けた取

り組みです。自動フォークリフトの導入や無人でのトラッ

ク荷積み・荷降ろし自動化の実証実験、紙帳票の自動読み取

りデジタル化によるデータ転記作業削減、請求支払業務の

システム化など技術の活用により、生産から物流の環境変

化をチャンスと捉えた新しい価値を創出していきます。

国内大手飲料メーカー様との70年に及ぶ信頼の

パートナーシップの中で、生産をはじめ幅広いサプ

ライチェーンの現場における安全・安心のサービス

を届け続けていくこと。それが私たちの使命です。

原料の受入・調合やパッケージングをはじめとした、

幅広いオペレーション業務を請け負い、生産部門の

最適化を支援、お客さまがコア業務に専念できる理

想的な環境をつくり上げます。また、設備の点検や

製造ラインの改善提案なども行っています。

拠点間の横連携を高め、自動化・効率化・業務改善

に関する社内外への積極的な提案など、私たちの

強みを生かした業務展開と人材活用に取り組み、

変化にも柔軟に対応する技術力や機動力によって

お客さまのサービスレベル向上へ貢献しています。

また、グループ全体で培ってきた設備保全・メン

テナンス技術の強みを生かし、設備メーカー様や

飲料メーカー様のメンテナンス業務に進出するな

ど事業領域の拡大にも取り組んでいます。

食品関連   定温物流 事業

Food Related Business / Temperature-Controlled Logistics Business

食品プロダクツ関連 事業

Food Products Related Business

画像提供：株式会社安藤・間 静岡支店

KONOIKE GROUP KONOIKE GROUP



「HOSPITAL LOGISTICS」を
創造したスピリットを磨き続け、
日本と世界の医療品質向上、
効率化に貢献する。

● 国境を越え、障壁を超え、新たな可能性へ挑戦する。「HOSPITAL LOGISTICS」を、世界へ。
KONOIKEは、成長著しいインドの医療業界に注目し、2013年にイ

ンドで医療関連サービスを提供するCarna Medical Database Pvt. 

Ltd.を設立。2022年には、インドでの医療品卸売業免許と食品卸売

業免許を取得し、現地調査・輸出入・販売・運営管理までのトータル

サポートが可能となりました。これまでの取り組みを通じて構築し

た日本・インド両政府や医療関連機関との良好な関係をベースに、

日系企業のインドでの医療市場進出をご支援します。

KONOIKEのメディカル事業は、医療機関向けサー

ビスと医療関連メーカー・卸業者向けサービスを

提供し、社会課題の解決に貢献しています。医療

機関向けでは、医療器材の洗浄滅菌・院内物流・手

術室支援業務、各種システムの販売、経営支援を

行っています。医療関連メーカー・卸業者向けでは、

物流センターの設計・運営を行い、検体・再生医療

品の輸送や医療機器の輸入から製品検査・輸配送

の他、再生利用される医療機器のメンテナンスま

での一貫物流を提供しています。

医療機関向けサービスでは、高い感染管理能力が評

価され、病院内で使用された医療器材をKONOIKE

の院外洗浄滅菌センターや院内の常駐スタッフが洗

浄滅菌を行うなど、医療機関のニーズに対応したサ

ポートを行っています。さらに、市場が拡大する整形

インプラント手術用貸出医療機器の洗浄メンテナンス

事業にも進出し、厳格なQMS管理体制のもと、安全・

安心なサービスを提供しています。KONOIKEは、

医療現場の目線で病院内外のあらゆるモノの流れを

サポート。これからも業界のステークホルダーとの

関係を強化し、医療サプライチェーン全体の発展、

最適化に貢献していきます。

メディカル
Medical Business

KONOIKE GROUP

化学品・ガス・住設機器などの工場内設備保全・工

事・製造請負、各種資材・衣料雑貨日用品などの保

管・配送、業務用空調機の改装、太陽光発電をは

じめとする再生可能エネルギー関連サービス、産

業用ガス運搬ローリーや工作機械の輸送、輸入自

動車の点検整備、高級冷凍水産加工食品の製造・

販売など、人々の生活を支え付加価値を提供する、

多岐にわたる事業を展開。お客さまのあらゆるニー

ズを察知し、一歩先のサービスを提供しています。

多種多様な国家資格、専門技術（マイスター他）を

保有する数多くの熟練の職人が、お客さまのニー

ズをすぐに形にして提案し、お客さまやユーザー

の想像を超える一歩先の利便性を実現する。それ

がKONOIKEの強みです。繊細な化学品の製造工

程での品質管理・安定生産においても、また複数

の自社工場での空調機の改装などにおいても、日々

改善に取り組み、お客さまのニーズを超えた新た

な価値提供を行っています。

人々の暮らしを支える
あらゆる業務を、
KONOIKEの
「B toB職人」が支えている。

● お客さまや協力会社様との真のパートナーシップによって、サステナブルな社会を創造する新しい価値を生み出す。
真のパートナーシップとは何か。私たちは常に自問自答しながら、

その理想を追求しています。人々の生活に近い領域で必要とされ

るさまざまなBtoB業務を通じ、お客さまや社会の基盤を創造する

新しい価値を日々形にしています。深刻な人手不足の状況におい

ても、AIやDX技術の導入でKONOIKEスピリットをさらに磨き、

省力化・効率化、物流の集約化、グループ内の情報共有・横連携な

どにより、サステナブルな社会基盤整備にも貢献していきます。

生活関連事業

Life Related Business

KONOIKE GROUP

事業



KONOIKEならではの
「おもてなしの心」が、
日本の航空品質維持向上の
一翼を担っていく。

フォワーディングの
深い知見とネットワークで、
お客さまのグローバルな
挑戦をサポートする。

国内の主要空港で地上支援業務を行っており、旅

客ハンドリングとグランドハンドリングの主に2

つの業務領域で日本の航空品質（安全性・定時性・

確実性・快適性）維持向上の一翼を担っています。

グループが長年培ってきた知見・技術・おもてなし

の心を生かし、空港のあらゆる現場で、国内二大

航空会社を中心に海外の航空会社、空港会社、旅

行者の皆さまへ向け、専門性の高いサービスを提

供しています。

お客さまへの案内業務、手荷物をトラブルから守

るラッピング、手荷物の宅配・一時預かり、また

接遇ノウハウを生かした企業向けマナー研修など、

きめ細かい各種サービスも展開し、インバウンド

観光客数の大幅な伸長など、業務量が拡大する空

港で付加価値の高いサービス提供を行っています。

● 環境変化による新たなニーズを捉えていく、グローバルな「空港プロフェッショナル人材」の育成へ。
これまで大きな技術的進歩がなかった空港での地上支援業務も、

需要の増大・労働力不足・コロナ禍の経験などから新たなニーズ

が生まれ、急速に進歩しています。これまで快適な空の旅を提

供することを主眼に育成してきた「空港プロフェッショナル人

材」の育成にさらに磨きをかけ、新たなニーズに対応可能な複数

の技能を有するマルチスキル化や、DX技術も併せて使いこなす

ことのできるグローバル人材の育成を目指しています。

● ベトナム・タイ・北米・中国で高品質の定温輸送ネットワークを構築。
ベトナム（ホーチミン）、タイ（バンコク）、中国（青島）

で自社定温倉庫を基点とした輸送ネットワークを、ア

メリカ・カリフォルニア州のロサンゼルス近郊で最大

規模の冷凍・冷蔵倉庫を運営。さまざまな温度帯に対

応し、食品などの安全な保管体制を構築しています。

その他インドや中国でも、現地にフィットする国際レ

ベルの高品質なサービス提供も実現しています。

海上・航空貨物のフォワーディング業務で培って

きたノウハウを駆使し、お客さまビジネスの海外

展開を強力にサポート。輸出入貨物の倉庫業務を

はじめ、生鮮食品から精密部品までに及ぶあらゆ

る貨物の高品質な輸送や海外工場建設時のプラン

ト輸送、さらにインドでの鉄道コンテナ輸送・自

動車鉄道輸送やASEAN域内のクロスボーダー輸

送など幅広い業務領域に対応しています。

国際物流業務支援クラウドサービス「KBX」では、

業界特有の煩雑なアナログ業務をDX化し、海上・

航空輸出入に関する全業務をオンラインで支援す

ることで、お客さまの大幅な利便性・生産性向上

を実現。日々多様化するお客さまのニーズとその

背景を的確に捉え、期待を超えるサービスの創造

を実現しています。

空港 事業

Airport Business

国際物流 事業

International Logistics Business

KONOIKE GROUP KONOIKE GROUP



泉佐野市泉南郡

和歌山市

神戸市
名古屋市

さぬき市

妙高市

大阪市

鹿嶋市

東京都
成田市

横浜市

国内拠点数 186

本社
（支店11、事業所144）

2

29  グループ会社

（2023年7月1日現在）

熊本市

福岡市

那覇市
ジャカルタ

マニラ カブヤオ

シンガポール

ホーチミン

ヤンゴン

バンコク

ハノイ
ハイズン
ハイフォン
ダナン

バリアブンタウ

ダッカ

グルガオン

香港

厦門

寧波

広州
深圳

上海
杭州
蘇州
無錫 常熟

青島

Indonesia

Singapore

Viet Nam

Thailand

Myanmar

Bangladesh

India

China

Philippines

天津

ニューデリー

KONOIKEグループのアジア拠点

（12ヵ国）  海外拠点数 33

現地法人 31

（駐在員）事務所 2
（2023年7月1日現在）

ロサンゼルス

グアダラハラ

United States

Mexico

KONOIKEグループの北米・中米拠点

  現地法人の
支店（事務所） など拠点

海外拠点

KONOIKEグループの欧州拠点

デュッセルドルフ
Germany

KONOIKE GROUP

CORPORATE 
PROFILE

GROUP NETWORK

会社概要
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KONOIKE GROUP

CORPORATE GUIDE

グループネットワーク

国内拠点

商号

大阪本社所在地

東京本社所在地

創業

会社設立

代表者

鴻池運輸株式会社

〒541-0044 大阪市中央区伏見町4-3-9

〒104-0061 東京都中央区銀座6-10-1

1880（明治13）年5月

1945（昭和20）年5月30日

代表取締役会長兼社長執行役員　鴻池 忠彦 ウェブサイト https://www.konoike.net/

海外拠点数 33国内拠点数 186

資本金 1,723百万円
（2023年3月31日現在）

従業員数 連結：約24,000名／単体：約14,000名
※臨時雇用者を含む（2023年3月31日現在）

311,840百万円連結売上高
（2023年3月期）

2023年7月1日現在

世界的な高成長が期待されるインド市場でも、
社会の期待を超える新たなサービス創造を。

グループ内外の経営資源を横断的に活用し、大き

な需要増と高成長が想定されるインド市場での業

容拡大・深化を進めています。2008年の拠点開設

以降、市場調査や代理店網の充実を図り、グルー

プで知見と技術を培ってきた国際フォワーディン

グ業務、プラント移設などのエンジニアリング業

務に加え、鉄道コンテナ輸送や自動車の鉄道輸送

を行っています。

メディカル事業では、インド医療業界の管理体制

や流通インフラの課題解決に向けた医療材料や病

院、医師のデータベース化をはじめ、日本・イン

ド両政府や医療関連機関と構築した良好な関係を

ベースに、日系企業のインドでの医療市場進出サ

ポートなどを行っています。

● グループ資源の横断展開による知見の共有により、世界の成長市場「インド」での事業を極めていく。
グループのCarna Medical Database Pvt. Ltd.では5万件

以上の医薬品・病院・医師データを収集・分析し、独自

のコード体系での分類・登録を実現。医療品・食品の卸

売業免許も取得し、独自の販売促進支援サービスメ

ニューの拡充を実施。日本企業が進出する際、インド

の医療市場の構造や特性、課題などを事前に十分理解

した上でのマーケティング戦略策定支援も行います。

インド事業

India Business

KONOIKE GROUP


